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去
る
九
月
、
中
国
雲
南
省
の
昆
明
か
ら
出
発
し
、
ラ
オ

ス
北
西
部
、
タ
イ
北
部
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
東
部
に
ま
た
が
る
、

い
わ
ゆ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
（
黄
金
の
三

角
地
帯
）
を
視
察
し
た
。
こ
の
麻
薬
生
産
で
有
名
だ
っ
た

辺
境
地
帯
は
越
境
輸
送
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
っ
て
貿

易
・
投
資
の
拡
大
に
よ
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ク
ァ
ア
ド
ラ
ン

グ
ル
（
黄
金
の
四
角
地
帯
）
へ
変
貌
し
つ
つ
あ
る
。
今
回

視
察
し
た
の
は
左
図
に
示
す
三
つ
の
経
済
回
廊
で
あ
る
。

定
し
て
中
国
系
資
本
を
誘
致
し
た
が
、
カ
ジ
ノ
遊
興
に
絡

ん
だ
治
安
悪
化
か
ら
、
中
国
政
府
の
締
め
付
け
が
あ
り
、

二
〇
一
一
年
を
境
に
盛
衰
が
一
転
し
た
。
ラ
オ
ス
北
西

部
は
以
前
か
ら
少
数
民
族
文
化
を
目
玉
と
す
る
エ
コ
ツ

ア
ー
が
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
に
人
気
で
、
ル
ア
ン
ナ
ム
タ
は

そ
の
宿
泊
町
と
し
て
機
能
し
て
お
り
、
中
国
領
内
よ
り
も

英
語
が
通
じ
る
宿
泊
施
設
が
多
い
。
ボ
ー
テ
ン
か
ら
ラ
オ

ス
・
タ
イ
国
境
の
フ
ェ
イ
サ
イ
ま
で
の
二
二
八
㎞
部
分
が

以
前
は
雨
季
に
は
通
行
不
可
能
と
な
る
悪
路
で
あ
っ
た

が
、二
〇
〇
八
年
の
舗
装
工
事
完
了
に
よ
り
、急
こ
う
配・

急
カ
ー
ブ
の
連
続
す
る
部
分
が
多
い
も
の
の
、
一
気
に
利

便
性
が
高
ま
っ
た
。
昆
明
か
ら
フ
ェ
イ
サ
イ
ま
で
、
以
前

は
最
低
で
も
三
泊
四
日
程
度
の
険
し
い
行
程
だ
っ
た
が
、

今
は
一
泊
二
日
で
大
丈
夫
だ
。

　
フ
ェ
イ
サ
イ
と
、
メ
コ
ン
川
を
挟
ん
で
対
岸
の
タ
イ
側
の

チ
ェ
ン
コ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
個
人
旅
行
者
の
中
継
宿
泊
地
点
と

し
て
機
能
し
て
き
た
。
し
か
し
、
第
四
メ
コ
ン
国
際
橋
の
完

成
（
二
〇
一
三
年
六
月
予
定
）
後
に
は
、
貨
物
物
流
に
加
え

て
個
人
客
や
ツ
ア
ー
客
が
素
通
り
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
り
、

こ
の
二
つ
の
国
境
町
で
営
業
す
る
旅
行
会
社
に
と
っ
て
は
新

た
な
生
き
残
り
戦
略
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
第
四
メ
コ
ン

橋
は
、
導
入
道
路
の
基
礎
工
事
を
終
え
、
橋
梁
工
事
も
中
国

の
請
負
企
業
に
よ
っ
て
半
分
ほ
ど
進
ん
で
い
る
（
写
真
２
）。

　
フ
ェ
イ
サ
イ
か
ら
メ
コ
ン
川
上
流
方
向
へ
約
六
〇
㎞
地
点

に
はGolden Triangle Special Econom

ic Zone 

（
中
国

②
南
北
経
済
回
廊
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ル
ー
ト

　

メ
ー
サ
イ
（
タ
イ
）・
タ
チ
レ
ク
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）

国
境
か
ら
チ
ャ
イ
ン
ト
ン
を
経
由
し
て
マ
イ
ン
ラ
ー

（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）・
打
洛
（
中
国
）
国
境
ま
で
の
陸
路

（
二
五
六
㎞
）
往
復
を
二
泊
三
日
で
視
察
し
た
。
タ
イ

側
の
国
境
町
メ
ー
サ
イ
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
国
境
橋
を
往

来
す
る
人
々
や
車
両
の
流
れ
だ
。
行
商
、
出
稼
ぎ
労
働
、

買
い
物
な
ど
で
行
き
交
う
両
国
の
人
々
の
流
れ
は
途
絶

え
な
い
。（
写
真
４
）。
国
境
橋
を
乗
り
越
え
て
メ
ー
サ

イ
側
へ
飛
び
降
り
た
り
、
逆
に
橋
へ
よ
じ
登
っ
て
帰
国

し
た
り
す
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
若
者
が
い
た
（
写
真
５
）。

藤　

村 　
　

学

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
訪
問
記

出所：アジア開発銀行サイト入手地図を編集

①
南
北
経
済
回
廊
ラ
オ
ス
・
ル
ー
ト

　

昆
明
か
ら
西
双
版
納
（
シ
ー
サ
ン
パ
ン
ナ
）
自
治
州
の

景
洪
お
よ
び
中
国
・
ラ
オ
ス
国
境
を
経
由
し
て
、
ラ
オ
ス
・

タ
イ
国
境
ま
で
、
公
共
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
二
泊
三
日
で

視
察
し
た
。
昆
明
・
景
洪
間
の
約
五
〇
〇
㎞
は
大
半
が
山

道
だ
が
、
全
行
程
が
片
道
二
車
線
の
高
速
道
路
で
休
憩
所

や
給
水
所
も
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
。
山
間
を
縫
う
た
め

多
数
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
大
変
な
道
路
建
設
で
あ
っ

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
（
写
真
１
）。
景
洪
か
ら
ラ
オ
ス
国

境
へ
向
か
う
途
中
は
山
々
の
斜
面
に
ゴ
ム
園
が
広
が
る
。

　

国
境
で
の
中
国
の
出
国
手
続
き
は
、
そ
の
ビ
ル
の
威
容

写真 1：ラオス・ルートの高速道路

写真 5：密出国をするミャンマー
　　　　の若者

写真 2：第 4 メコン国際橋の工事

写真 3：ラオス・ボケオ県の中国
　　　　資本によるカジノ

写真 4：メーサイ橋上の往来

と
比
べ
る
と
意
外
に
ス
ム
ー

ズ
だ
っ
た
。
ラ
オ
ス
側
の
入

国
手
続
き
も
そ
の
質
素
な
施

設
の
印
象
通
り
、
と
て
も
の

ん
び
り
と
し
て
ス
ム
ー
ズ

だ
っ
た
。
ラ
オ
ス
側
の
国
境

町
ボ
ー
テ
ン
は
、
以
前
は
カ

ジ
ノ
施
設
を
中
心
に
賑
わ
っ

て
い
た
が
、
今
は
ゴ
ー
ス
ト

タ
ウ
ン
と
化
し
て
い
る
。
ラ

オ
ス
政
府
が
経
済
特
区
に
指

語
で
金
三
角
経
済
特
区
）
と
い
う
中
国
租
界
が
出
現
し
て
い

る
。Kings Rom

ans 

と
い
う
名
前
の
カ
ジ
ノ
（
写
真
３
）

と
そ
の
周
辺
の
メ
コ
ン
川
沿
い
の
遊
歩
道
や
出
入
国
施
設
、

さ
ら
に
は
偽
ブ
ラ
ン
ド
の
バ
ッ
グ
類
を
大
量
に
並
べ
る
新
し

い
土
産
物
村
ま
で
、
す
べ
て
中
国
資
本
が
関
与
し
て
い
る
。

カ
ジ
ノ
客
は
見
た
と
こ
ろ
、
四
対
一
く
ら
い
の
比
率
で
タ
イ

人
よ
り
も
中
国
人
が
多
く
、
彼
ら
は
ボ
ー
テ
ン
か
ら
陸
路
で

週
末
を
か
け
て
や
っ
て
来
る
の
だ
と
い
う
。
ス
タ
ッ
フ
は
す

べ
て
ラ
オ
ス
人
の
よ
う
で
、
少
な
く
と
も
地
元
の
雇
用
創
出

に
は
貢
献
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
ボ
ー

テ
ン
の
よ
う
な
盛
衰
の
運
命
は
辿
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

①

②

③
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メ
ー
サ
イ
の
商
店
街
に
は
イ
ン
ド
系
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の

姿
を
見
か
け
る
。
国
境
を
歩
い
て
渡
っ
て
す
ぐ
の
タ
チ
レ

ク
の
国
境
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
様
々
な
中
国
製
模
造
品
を

売
っ
て
い
る
。
メ
ー
サ
イ
側
で
も
同
様
の
商
店
が
何
件
も

あ
る
が
、
タ
チ
レ
ク
側
の
ほ
う
が
コ
ピ
ー
商
品
の
洪
水
度

合
が
激
し
い
感
じ
だ
。
加
え
て
、
タ
チ
レ
ク
市
内
に
は
カ

ジ
ノ
施
設
が
四
軒
あ
り
、
国
境
を
越
え
て
来
る
タ
イ
人

ギ
ャ
ン
ブ
ル
客
の
需
要
に
応
え
て
い
る
。
メ
ー
サ
イ
と
タ

チ
レ
ク
の
お
び
た
だ
し
い
商
店
の
数
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
の
地
方
都
市
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
の
よ
う
に
潰

れ
ず
に
や
っ
て
い
る
の
は
、
昔
か
ら
の
麻
薬
や
宝
石
の
取

引
な
ど
、
非
合
法
な
経
済
活
動
が
、
少
な
か
ら
ず
こ
の
国

境
経
済
圏
を
潤
し
て
い
る
か
ら
だ
と
想
像
す
る
。

  

タ
チ
レ
ク
か
ら
チ
ャ
イ
ン
ト
ン
ま
で
の
一
六
二
㎞

は
、
そ
の
大
半
が
カ
ー
ブ
の
多
い
山
道
で
、
上
述
の

ラ
オ
ス
区
間
の
地
形
に
似
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
ち

ら
は
未
舗
装
の
箇
所
や
穴
が
多
い
箇
所
が
多
く
、
頻

繁
な
減
速
が
避
け
ら
れ
な
い
。途
中
す
れ
違
う
ト
ラ
ッ

ク
は
「
力
帆
」
ブ
ラ
ン
ド
の
中
国
製
や
、
現
代
ブ
ラ

ン
ド
の
韓
国
製
が
多
か
っ
た
。
チ
ャ
イ
ン
ト
ン
市
内

は
全
般
に
静
か
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
だ
が
、
地
元

の
伝
統
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
一
〇
〇
ｍ
四
方
く
ら
い
の
空

間
に
、
市
民
（
人
口
約
二
〇
万
人
）
の
何
分
の
一
か

が
集
合
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ぐ
ら
い
混
雑
し

い
て
い
た
。
地
元
シ
ャ
ン
人
に
混
ざ
っ
て
ア
カ
族
な

ど
他
の
少
数
民
族
の
行
商
人
も
出
て
き
て
い
る
。

　

チ
ャ
イ
ン
ト
ン
か
ら
マ
イ
ン
ラ
ー
ま
で
の
九
四
㎞

は
ス
リ
ル
満
点
だ
。
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
な
い
断
崖
絶

壁
や
穴
ぼ
こ
だ
ら
け
の
箇
所
が
多
い
の
に
加
え
、
途

中
で
乗
客
が
下
車
し
て
徒
歩
で
通
過
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
が
三
か
所
あ
る
。
第
二

番
目
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
か
ら
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

政
府
当
局
の
責
任
が
及
ば
な
い
、
シ
ャ
ン
州
第
四
特

ら
越
え
て
き
た
中
国
人
だ
。
一
般
の
シ
ャ
ン
人
た
ち

に
は
全
く
関
係
な
い
世
界
を
形
成
し
て
い
る
。

　

カ
ジ
ノ
移
転
の
憂
き
目
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
イ
ン

ラ
ー
市
街
は
し
ぶ
と
く
賑
わ
っ
て
い
る
。
中
心
地
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
四
区
画
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
一
区

画
は
伝
統
的
な
朝
市
、
一
区
画
は
中
国
各
地
の
中
華
料

理
を
出
す
フ
ー
ド
コ
ー
ト
、
一
区
画
は
土
産
物
店
街
、

そ
し
て
最
後
の
一
区
画
は
風
俗
店
群
だ
。
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
中
央
に
は
き
ち
ん
と
「
公
安
」
ブ
ー
ス
も
あ
り
、
い

わ
ば
辺
境
の
歌
舞
伎
町
と
い
う
感
じ
だ
。

③
北
部
経
済
回
廊
（
中
緬
国
境
貿
易
ル
ー
ト
）

　

昆
明
か
ら
西
へ
向
か
い
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国
境
町

で
あ
る
瑞
麗
ま
で
（
約
七
五
〇
㎞
）
の
往
復
を
三
泊
四

日
で
視
察
し
た
。
途
中
の
風
光
明
媚
な
観
光
都
市
大
理

ま
で
の
約
三
五
〇
㎞
は
山
間
を
縫
っ
て
い
る
が
、
ト
ン

ネ
ル
を
駆
使
し
た
片
道
二
～
三
車
線
の
き
わ
め
て
よ
く

整
備
さ
れ
た
舗
装
道
路
で
平
均
時
速
一
〇
〇
～
一
二
〇

㎞
で
走
行
可
能
だ
。
し
か
し
、
瑞
麗
手
前
の
一
〇
〇
㎞

か
ら
高
速
道
路
が
終
了
し
、
一
般
道
の
国
道
三
二
〇
号

線
に
な
り
、
片
道
一
車
線
の
カ
ー
ブ
が
多
い
難
路
と
な

る
。
瑞
麗
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
交
通
量
が
増
え
、
と
く

に
上
り
坂
で
は
ス
ピ
ー
ド
が
出
な
い
ト
ラ
ッ
ク
の
追
い

越
し
に
は
対
向
車
線
に
神
経
を
遣
う
。

　

瑞
麗
（
人
口
約
十
一
万
人
）
は
主
要
道
路
が
碁
盤

の
目
の
よ
う
に
交
差
し
て
い
て
、
計
画
さ
れ
た
街
だ
。

繁
華
街
は
に
ぎ
や
か
で
、
景
洪
（
人
口
約
四
〇
万
人
）

と
遜
色
な
い
と
い
う
印
象
を
受
け
た
。
繁
華
街
に
は

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
店
や
通
信
機
器
の
専
門
店
が
並

ぶ
通
り
が
あ
り
、
そ
の
一
角
が
「
瑞
麗
珠
宝
街
」
と

呼
ば
れ
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
翡
翠
を
中
心
と
す

る
宝
石
店
が
並
ぶ
。
そ
の
一
部
の
「
古
龍
珠
宝
歩
行

街
」
と
い
う
通
り
は
、見
る
か
ら
に
イ
ン
ド
系
の
ミ
ャ

ン
マ
ー
人
の
店
員
が
多
く
、
こ
こ
は
ま
さ
に
ミ
ャ
ン

マ
ー
通
り
と
い
え
る
。
彼
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
に
サ
ー

ビ
ス
す
る
た
め
の
、
ビ
ン
ロ
ウ
ジ
ュ
巻
き
や
か
き
揚

げ
の
屋
台
も
出
て
い
て
、
瑞
麗
市
街
で
も
っ
と
も
賑

や
か
な
場
所
だ
と
い
う
印
象
だ
（
写
真
７
）。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国
境
を
な
す
瑞
麗
江
に
か
か
る
姐

告
大
橋
を
渡
る
と
姐
告
国
境
貿
易
区
だ
。
こ
の
三・一
四

㎢
の
区
域
は
二
〇
〇
〇
年
に
中
国
で
最
初
の
「
境
内
関

外
」
が
適
用
さ
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
ト
ラ
ッ
ク
は
こ
の

地
域
ま
で
無
税
で
進
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
中
国
の
ト

ラ
ッ
ク
は
姐
告
大
橋
の
手
前
に
設
置
さ
れ
た
、
通
関
と

写真 6：マインラー近くのカジノ

写真 7：瑞麗のミャンマー系
　　　   宝石街の賑わい

写真 8：姐告国境貿易区の
　　　  対ミャンマー国境ゲート

検
疫
を
行
な
う
瑞
麗
合
同
検
問
所
を
通
過
す
る
と
輸
出

扱
い
と
な
る
。
同
区
に
は
三
つ
の
国
境
ゲ
ー
ト
が
あ
る
。

第
一
に
、姐
告
大
橋
を
渡
っ
て
ま
っ
す
ぐ
突
き
当
り
（
国

道
三
二
〇
号
の
終
点
）
に
徒
歩
で
の
一
般
渡
航
者
用
の

立
派
な
出
入
国
管
理
ビ
ル
「
国
門
」
が
あ
る
（
写
真
８
）。

別
区
が
支
配
す
る
領
域
と
な

る
。
マ
イ
ン
ラ
ー
の
手
前
約

二
〇
㎞
地
点
に
、
地
元
の
田

園
風
景
か
ら
浮
い
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
建
物
の
集
団
が
現

れ
る
。
こ
こ
が
二
〇
〇
五
年

に
中
国
当
局
の
圧
力
で
マ
イ

ン
ラ
ー
か
ら
追
い
や
ら
れ
た

カ
ジ
ノ
施
設
の
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
だ
（
写
真
６
）。
客
も

ス
タ
ッ
フ
も
す
べ
て
国
境
か

　

以
前
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
国
境
町
ム
セ
に
あ
る
カ
ジ

ノ
を
目
当
て
に
中
国
人
も
第
三
国
人
も
一
時
パ
ス
で

越
境
で
き
た
よ
う
だ
が
、
今
は
無
理
だ
と
い
う
。
そ

れ
で
も
、
ゲ
ー
ト
近
く
に
は
ヤ
ミ
で
越
境
観
光
を
斡

旋
し
て
く
る
人
た
ち
た
む
ろ
し
て
い
て
、
一
人
あ
た

り
二
〇
〇
～
三
〇
〇
元
払
え
ば
、
正
式
国
境
で
な
い

ル
ー
ト
か
ら
出
入
り
で
き
る
と
い
う
。
第
二
に
、
上

述
ゲ
ー
ト
の
北
側
に
「
辺
民
通
道
」
と
い
う
ゲ
ー
ト

が
あ
り
、
一
般
車
両
の
通
過
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
両
国
の
近
隣
の
「
辺
民
」
同
士
が
一
時
パ

ス
で
自
由
に
出
入
り
し
て
い
る
。
第
三
に
、
最
も
賑
や

か
な
の
が
、
第
二
ゲ
ー
ト
と
真
反
対
の
南
側
に
あ
る

「
貨
物
通
道
」
と
い
う
ゲ
ー
ト
だ
。
見
た
限
り
、
中
国

側
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
入
る
ト
ラ
ッ
ク
が
ゲ
ー
ト
手

前
で
何
台
も
待
っ
て
い
て
、
中
国
側
の
出
超
は
明
ら

か
だ
っ
た
。
こ
の
国
境
で
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
不
法

出
入
国
が
簡
単
で
あ
る
証
拠
を
み
た
。
第
一
ゲ
ー
ト

で
は
国
境
ビ
ル
の
横
手
に
隙
間
の
大
き
い
鉄
製
の
柵

が
あ
り
、
そ
の
隙
間
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
少
年
少
女

が
簡
単
に
す
り
抜
け
て
き
て
、
中
国
側
に
い
る
私
た

ち
に
物
乞
い
し
て
き
た
。
第
三
ゲ
ー
ト
で
も
、
イ
ミ

グ
レ
施
設
の
す
ぐ
横
の
二
・
五
ｍ
ほ
ど
の
高
さ
の
柵
を

よ
じ
登
っ
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
方
向
へ
帰
っ
て
い
く
男

性
を
二
人
見
た
。
ヤ
ミ
越
境
観
光
の
斡
旋
も
そ
う
だ

ろ
う
が
、
失
う
も
の
が
少
な
い
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、

ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
青
山
学
院
大
学　

藤
村 

学
）
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